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セミナーの方向性と期待する効果 

デジタルホームシアター普及委員会「映像環境 WG」では、ホームシアターユーザーが、制作

者の意図に忠実（=高画質）且つ長時間でも快適な視聴が行え、ひいてはホームシアターの魅力

アップと普及に繋がるよう、ガイドラインの策定に向けた活動および、JDPC 講座（下記参照）

を通じて映像調整技術者の育成に取り組んできた。 

今回のセミナーでは、成果であるガイドラインの初出および広報の場を兼ね、ガイドラインの

内容解説およびテレビ実機によるデモを交えつつ、視聴環境整備の重要性やポイントを紹介した。 

ガイドラインとしてまとめた知見を、無償で幅広く提供する事により、エンドユーザーに「良

い映像」に対する共通認識の定着と欲求の喚起し、また、JDPC 講座などを通じた学習を希望す

るステップアップユーザーの出現を促し、最終的には映像文化全体のレベルアップを期待するも

のである。 

 

1. 講演の内容 

講演では、以下の項目について解説および実演を行った。 

①「4K=高画質」とは限らない！ 高画質の要素とは？ ②「ホームシアター映像調整・環境

ガイドライン」の狙いと内容 ③ 究極の高画質を目指す！ 映像のキャリブレーション（較正） 

とは？ 以下、参考までに、各項目の内容を端的に紹介したい： 

 

① 「4K=高画質」とは限らない！ 高画質の要素とは？   

テレビの 4K 化が進む

中、「高画素数＝高画質」

という誤解は懸念すべき

事象である。 

過去、デジタルカメラ

市場では高画素化競争に

終始し、本質である画質

がおざなりにされた時期

があったのは記憶に新し

い。同じ過ちを繰り返さ

ないためにも、ユーザー

のミスリードと不毛なス
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JDPC 講座：日本オーディオ協会が開催するデジタルホーム
シアター取り扱い技術者養成講座。詳細は下記サイト： 

http://www.jas-audio.or.jp/dht/ 

特集：2013 年 「オーディオ・ホームシアター展」より 

http://www.jas-audio.or.jp/dht/
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ぐ事が、健全なテレビ市場、ホームシアターの長期的な発展に繋がるものと確信している。 

視聴環境の整備や映像装置の調整を

最適化することによって高画質を引き

出そうと主張する我々は、まず、高画

質の要素として、4K 化（高精細化）

以外にも沢山あることを紹介した。 

例えば、画面の輝度均一性を示すユ

ニフォーミティーは、絵画ならキャン

パスの平滑性に相当する基本かつ重要

な項目で、映像装置の購入後に調整な

どで改善できない性質を持つ。「4K」

の名の下、こうした基本性能にコスト

ダウンのしわ寄せがあっては本末転倒

であり、テレビ購入時の注意点の一つとして、測定結果を交えて紹介した。 

 

② 「ホームシアター映像 調整・環境 ガイドライン」の狙いと内容   

ガイドラインのうち、いくつかのポイントを挙げて詳細な解説を行った。ガイドラインに含ま

れる項目の中でも重要度が高く、また、今回のセミナーでも強調したのが「適正視距離」につい

てである。過去、2K のハイビジョンに於いては「適正視距離＝画面高さｘ3」が定説となってい

たが、これは開発の経緯に由来し、根拠のある重要な指標ではあるものの、実際に人間がテレビ

放送番組を観るに際して快適かどうかという検証はなされないまま独り歩きした感がある。 

そこで、人間工学の観点から研究を行ってきた成蹊大学教授の窪田悟博士（工学）の協力を得、

論文の引用ならびに、ホームシアターユーザーが実践し易いよう、視距離から最適な画面サイズ

が導き出せる早見表を作成するなどの作業を行った。因みに窪田博士の研究は、動画像を使用し、

有効な数の被験者による実験を行った結果に基づくもので、適正視距離は、画面サイズにより、

画面の高さの 3.9 倍～5.9 倍と結論付けている。一般ユーザーの視聴実態に沿った有用な指標で

ある。 

■窪田博士が論文で示す、画面サイズと適正視距離の関係式およびグラフ 
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■窪田教授の論文を元に作成した、視距離→適正画面サイズ早見表 

 

表の見方（例）： 

・視距離が 200cm の場合、32 型が最適。 

・視距離が 100cm の場合、26 型が最大許容画面サイズ。 

 

③ 究極の高画質を目指す！ 映像のキャリブレーション（較正） とは？ 

色温度の設定については、パナ

ソニックの協力を得て 65型の 4K

液晶テレビ「TH-L65WT600」を

設置し、調整の度合いと映像の見

え方を実際にデモンストレーショ

ンで示した。（写真右はパナソニッ

ク 4K TV を使用した会場の様子） 
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因みにガイドラインでは、以下のように記している。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

■照明の色味に応じて設定 

実験と研究の結果、背面の壁紙が白色系の場合、映像装置の適正な色温度は「照明の色温度

+3000K 前後」と導き出されています。 

照明の色味と、適した映像装置の色温度設定の関係は以下の通りです。 

【設定ガイドライン】 

〈照明色〉     〈テレビの色温度設定〉 

電球色（3000K 前後） 「低」（5000K-7000K 相当） 

昼白色（5000K 前後） 「中」（8000K-10000K 相当） 

昼光色（7000K 前後） 「高」（10000K-13000K 相当） 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- --- 

 

上記は一例であるが、ガイドラインで示す項目については、ほぼ全般について解説あるいは紹

介する事ができた。また、当該ガイドラインは、協会ホームーページから自由にダウンロードが

可能で、業界内外を問わず幅広く活用されることを期待する。 

 

〈ホームシアター映像 調整・環境 ガイドライン（基礎編：Ver.1.0）〉 

ダウンロードページ： http://www.jas-audio.or.jp/news/post1300 

 

2. さいごに ～セミナーを終えて 

セミナーは中途退席が少なく、メモを取るなど熱心な受講者が目立った。映像環境および調整

を主体としたセミナーも 2 回目を数え、定着に向けた進歩を感じる。 

また、セミナーの模様は、AV 関連の有力 WEB メディアである Phile-web(音元出版)で詳しく

報じられるなど、セミナー参加者以外にも広く伝わったと思う。 

今後は、電機メーカー、販売店、エンドユーザーへの浸透を図るべく、ガイドラインの普及に

努め、映像文化のレベルアップやホームシアターの普及を目指して尽力する所存である。 

最後に、「オーディオ・ホームシアター展」の中で、貴重な場所と時間を託して頂いた協会、

運営関係者、ご足労頂いた聴講者の皆様に感謝の意を表します。ありがとうございました。 
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